
 

 

 

 

 

 

 

 ３学期の始業式で、校長先生から進路についての話をしていただきました。どんな話だったか覚え

ていますか。１年生から３年生まで、学年ごとに３学期でやっておくべきことについて、詳しく話し

てくれたはずです。今回は、その内容について確認してみましょう。 

１年生から３年生まで、それぞれの課題があります。１年生と２年生は、この３学期を『新２年生、

新３年生の０学期』と考えて、さまざまなことに取り組んで欲しいと思います。特に１年生は、自分

の得意なことをイメージして、どんな進路がいいのか考えて行動しましょう。少しでも早く始めるこ

とで、より可能性が広がります。どんな行動をしたらいいかといえば、探究活動をする、見学会や説

明会に参加するなどがあてはまります。 

２年生は、１年生の時よりも具体的に考えることが大切です。就職であれば、どんな準備をするの

か、どんな企業か、どんな職業か考えてみましょう。専門学校への進学であれば、将来の職業に直結

しますので、仕事を考えた上で学校を決めていくことになります。早いところでは、あと６カ月もす

れば受験手続きが始まります。大学進学であれば、もう受験が始まっています。自分の志望校はどん

な人材をほしいと思っているのかを調べ、しっかり準備をしておくことが必要です。 

 ３年生は、卒業後の４月からは、大人として扱われることになります。就職や進学が決まって目標

がなくなりがちな時期ですが、４月からの準備が必要です。 

 １年生から３年生まで、それぞれの課題があります。この３学期を、次のステップのための準備期

間にして欲しいと思います。 

 

 

 

１・２年生の皆さん。卒業を目前にして、『進路が決まった３年生は余裕たっぷりでのんびりして

いるのだろう』、『うらやましい』などと思っている人はいませんか。一部にはそんな人もいるかも知

れませんが、多くの３年生は忙しい時を過ごしているのです。 

まず、２月６日に行われる進路体験発表会があります。これは、２年生の生徒は去年経験していま

すが、進路の決まった３年生が後輩に対して自分の経験を語り、アドバイスをしてくれる行事です。

その役割を果たすべく、発表用の原稿を準備したりスライドを作ったりと、今まさにみんなのために

一生懸命頑張っている最中です。３年生は１つ上、２つ上の先輩の話を聞いて、それを自分の受験に

生かして合格を果たしたわけですから、その恩返しとして後輩に語ってあげる必要があるわけです。 

ということは、今１・２年生の皆さんも３年生になったらその役割を果たすことになるのです。 

もう１つ、大学受験の希望者はこれから受験本番を迎えることになります。大学ごとに実施される

個別の試験もありますが、日本全国の５０万人近い受験生が同じ時間に同じ問題に挑戦する『大学入

学共通テスト』が１８日と１９日に行われます。いよいよここまで培ってきた実力を発揮するべき、

真剣勝負のテストになります。大学受験を目指している人は、この時期に大切な試験があること、そ

れまであと１～２年しかないということをしっかり覚えておきましょう。 
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